
             

      
                    

■設立：平成 31年１月１日 

■本所所在地：高知市五台山 5015番地 1 

■事業活動エリア：県内全域 

■組合員数：正組合員 40,816人、准組合員 43,981人 

■役職員数：役員 53人、職員 2,039人 

■子会社・関連会社数：子会社 11社、関連法人等６社 

※令和４年９月末現在 

高知県農業協同組合 

＜経営理念＞ 

高知県の豊かな自然の恵みを生かして、組合員・地域の皆様と共により良い「未来」

をつくります。 

 

＜経営方針＞ 

・地域農業を振興し、農業者の所得増大を実現します。 

・人と人とのつながりを大切にし、心豊かな地域社会を創造します。 

・新たな改革に挑戦し続け、さらなる協同の成果を実現します。 

令和４年度上半期 

ミニディスクロージャー誌 
（令和４年４月１日～９月 30日） 

エメラルドメロンの消費宣伝（とさのさとアグリコレットで） 



 
ＪＡ綱領 

－わたしたちＪＡのめざすもの－ 
  

わたしたちＪＡの組合員・役職員は、協同組合運動の基本的な定義・価値・原則（自主、自

立、参加、民主的運営、公正、連帯等）に基づき行動します。 

 そして、地球的視野に立って環境変化を見通し、組織・事業・経営の革新をはかります。さ

らに、地域・全国・世界の協同組合の仲間と連携し、より民主的で公正な社会の実現に努め

ます。 

 このため、わたしたちは次のことを通じ、農業と地域社会に根ざした組織としての社会的

役割を誠実に果たします。 

 

わたしたちは、 

１．地域の農業を振興し、わが国の食と緑と水を守ろう。 

 

１．環境・文化・福祉への貢献を通じて、安心して暮らせる豊かな地域社会を築こう。 

 

１．ＪＡへの積極的な参加と連帯によって、協同の成果を実現しよう。 

 

１．自主・自立と民主的運営の基本に立ち、ＪＡを健全に経営し信頼を高めよう。 

 

１．協同の理念を学び実践を通じて、共に生きがいを追求しよう。 

 

 

 

 ＜経営理念＞ 

高知県の豊かな自然の恵みを生かして、組合員・地域の皆様と共により良い「未来」をつく

ります。 

＜経営方針＞ 

・地域農業を振興し、農業者の所得増大を実現します。 

・人と人とのつながりを大切にし、心豊かな地域社会を創造します。 

・新たな改革に挑戦し続け、さらなる協同の成果を実現します。 

 

ＪＡ高知県経営理念 



１ 

ご あ い さ つ 
 

 

 

 

 

 

 

組合員ならびに利用者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお

喜び申し上げます。 

さて、令和４年度上半期は、新型コロナウイルスの第７波の影響が続くなか、

ウクライナ情勢や急激な円安に伴う生産資材やエネルギー資源の価格高騰に

よって国内農業に深刻な影響をもたらしました。 

７月、９月には台風４号や 14 号が県内の農業施設や農作物に甚大な被害を

もたらし、被害総額は県内全体で 10 億円を上回る規模となりました。被災され

た組合員の皆様に、心よりお見舞い申し上げます。 

こうしたなか、９月末時点の購買事業総利益は、14 億 27 百万円（前年度同

期比 94.76％）、販売事業総利益は、12 億 75 百万円（同 100.43％）となりま

した。信用事業では、国内のマイナス金利政策の継続や米国の利上げ政策に伴

う金利差の拡大などによる影響で、信用事業総利益は、20 億 31 百万円（同 99.

70％）、共済事業総利益については長期共済保有高の減少なども影響し、17 億

40 百万円（同 89.39％）となりました。 

また、農水省の監督指針の改正に伴い早期警戒制度が適用され、「持続可能

な収益性」と「将来にわたる健全性」の確保が強く求められております。金融

情勢と経営環境が激変するなかではありますが、これからも地域に必要とされ

る組織として在り続けられるよう、「３か年計画」ならびに「不断の自己改革」

を実践し、組織、事業、経営の革新を図ってまいります。 

コンプライアンス態勢の構築については、昨年度までの不祥事等の発生を踏

まえ、８月にコンプライアンス担当専任理事を配置し、リスク管理体制の強化

に取組みました。リスク管理部門を専任理事の直轄とすることでリスク管理の

専門性と独立性を一層強固なものとし、下半期も再発防止の徹底に取組んでま

いります。 

当組合への理解を深めていただけるよう、令和４年４月から９月までの事業

活動の内容や財務状況をミニディスクロージャー誌としてまとめております。

ぜひご一読くださいますようお願い申し上げます。 

令和４年 10 月吉日 

高知県農業協同組合 

代表理事組合長 秦泉寺 雅一 



←写真は組織広報課に依頼（ネタ元は広報誌、農業新聞から調べる）

１．文化的・社会的貢献に関する事項（地域とのつながり）

（１）上半期の主な活動

農産物を全国にお届け

担い手を育み、地域の農業振興につなげています

担い手育成にチカラ

トヨタ方式を導入し、出荷の効率化を図っています

出荷作業のカイゼン

地域農業を振興し、農業者の所得増大を実現します

県内各地で農産物を受入れ、全国に出荷しています浜田知事らに県産牛乳をＰＲしました

県知事らに美味しさＰＲ

 ２



←写真は組織広報課に依頼（ネタ元は広報誌、農業新聞から調べる）

県産コシヒカリを地域の子どもたちに提供しました

コロナに負けるナ‼

農業体験を通じ、「食」や「いのち」の大切さを伝えています

親子あぐりスクール

☞

料理の基礎を伝え、作る楽しさを紹介しています

あぐりメンズクッキングスクール

令和４年４月10日、創業１周年を迎えました

＼(＾＾)／ありがとうございます＼(＾＾)／

おかげさまで１周年
～ＪＡグリーン四万十店～

子ども達に農産物の栽培の様子を伝えています

出前授業で特産品を紹介
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←写真は組織広報課に依頼（ネタ元は広報誌、農業新聞から調べる）

「高知ユナイテッドＳＣ」の選手らと田植えを行いました

サッカー選手と田植え体験

感染対策を徹底し、対面販売を再開しました

対面販売を再開

耕作放棄地の解消に向け、農地の保全に取組んでいます

農地の保全

自分たちで育てた農産物などを寄贈し、

ＤＶ被害者の社会復帰を支援しています

食を通じた社会復帰のサポート☜

部員同士の交流と健康づくりを行っています

健康＆仲間づくり

 ４



←写真は組織広報課に依頼（ネタ元は広報誌、農業新聞から調べる）ＪＡグループ高知や商工団体、大学など13団体でつくる高知県
農商工連携協議会は８月、売上の一部を産地に還元する「ＴＯＳＡ
ＣＨＡ茶りティーボトル」の販売を開始しました。
土佐茶の産地・生産者を応援し、栽培の持続および県内消費の
拡大を目指します。

「ＴＯＳＡＣＨＡ茶りティーボトル」の販売開始

土佐山田第２集出荷場が完成

土佐山田第２集出荷場が８月、香美市土佐山田町に完成
しました。
同集出荷場は受込の搬入口が増え、大型予冷庫を導入し
たことでコールドチェーン（低温物流）が可能になり、鮮度保
持期間が従来に比べて圧倒的に長くなりました。出荷物の
傷みや腐敗のリスクが減少し、より新鮮な状態で消費者に
届けることができるようになりました。

「まっことゆず」のレシピ本完成

ポン酢「まっことゆず」のレシピ本
「まっこと高知の実家メシ」が完成し
ました。
「大根ゆずせせり」や「まっことゆず
鶏」などユズ農家や県民自慢の30
レシピを掲載。三山ひろしさんがレ
シピを紹介したコラムも掲載してい
ます。

還付金詐欺防ぎ感謝状
幡多地区中村支所は５月、高知県中村警察署より詐欺を
未然に防いだとして感謝状を受け取りました。
今年１月に60代女性が、「還付金があるのでＡＴＭで手続
きするよう電話を受けたがどうすればいいか」と窓口を訪れ、
職員に相談。不審に思った職員が女性の情報をもとに対応
したところ、詐欺であることが判明し被害の未然防止につな
がりました。

 ５



（２）利用者ネットワーク化への取組

（３）情報提供活動

・当組合の口座を年金の指定受取口座としていただいている方を対象に「年金友の会」
として組織化しています。スポーツや旅行等のイベントを通じて交流を図っております
が、今年度はコロナ禍の影響で開催を見合わせました。

・共済事業を厚く利用していただいている方を対象に、「感謝の集い」等を通じて親睦
を図っています。こども共済の加入者の家族を対象に、子育て世代向けのイベント等を
行っておりますが、今年度はコロナ禍の影響で開催を見合わせました。

　広報誌、ＨＰ、ＳＮＳのほか、日本農業新聞への掲載やイベント活動などを通じ、組合員
をはじめ地域の皆様に、農業や地域および当組合の取組を広く発信しています。

イベント活動

公式サイト

ディスクロージャー誌

ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、インスタグラム）

日本農業新聞

広報誌『こうぐり』
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（４）地域貢献全般に関する事項

◆協同組織の特性

◆組合員・出資金

（５）地域からの資金調達の状況

◆貯金・定期積金残高

◆貯金商品

　当組合は、高知県全域を事業区域として、農業者を中心とした地域の組合員が相互扶助（お
互いに助け合い、お互いに発展していくこと）をもって運営する協同組織であり、地域の金融
機関です。
　組合員・地域の皆様と共により良い「未来」をつくることを組合の理念とし、持続可能な農業
と豊かでくらしやすい地域社会の実現を目指しています。
　そのために、総合事業を通じて各種金融機能・サービス等の提供だけでなく、農業や助け合
いを通じた地域の社会貢献にも取組んでいます。

　組合員には「正組合員」と「准組合員」の２種類があります。
　「正組合員」は農業を仕事にしている人（団体）、「准組合員」は地域に住み農業以外の仕事を
している人が、JAに出資金を払い込み、その他の手続をすることで加入することができます。
　「正組合員」も「准組合員」もＪＡのいろいろな事業サービスや施設を使うことができます。
　「准組合員」は、「正組合員」と違い、総（代）会での議決権や役員の選挙権などＪＡの運営に関
与することができませんが、地域を支える協同組合の仲間たちです。
　また、組合員ではない人でも、ＪＡの事業や施設を利用することができます。

　組合員をはじめ、利用者の皆様からお預かりしている貯金の残高は、7125億53百万円と
なっています（令和４年９月末時点）。

　目的・期間・金額にあわせてご利
用いただける各種貯金商品を取り
扱っています。
　詳しくは、最寄りの支所窓口にご
相談ください。

600,000

620,000

640,000

660,000

680,000

700,000

R3.9 R4.３ R4.9

713,278 722,673 712,553
（百万円）

組合員数

0

20,000

40,000

60,000

80,000

R3.9 R4.３ R4.9

41,710 40,950 40,816

43,292 43,618 43,981

85,002 84,568 84,797

正組合員数 准組合員数

（人）

0

5,000

10,000

R3.9 R4.３ R4.9

10,952 10,570 10,645（百万円）

出資金
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（６）地域への資金供給の状況

◆貸出金残高

◆農業制度融資の取扱実績

◆主な融資商品

アグリマイティー資金

ＪＡ住宅ローン

ＪＡリフォームローン

ＪＡマイカーローン

ＪＡ教育ローン

ＪＡフリーローン

　組合員をはじめ、利用者の皆様への貸出金残高は令和４年９月末時点で、980億18百万円となっています。

　組合員をはじめ、地域の皆様の事業やくらしに必要な資金をご融資しています。融資商品の詳細については、
最寄りの支所窓口にご相談ください。

生活用品 旅費等生活に必要な資金

摘　　　　　　　　要

農業経営を行う為の一般的な資金(農業近代化資金を補う資金）

住宅の新築 増改築 他金融機関からの借換資金

住宅の増改築・改装・補修、他金融機関からのリフォーム資金の借換等

融資商品名

入学金 授業料 アパート家賃等教育に関する資金

自動車の購入及び修理 車検など自動車に関する資金

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

R3.9 R4.３ R4.9

1,166 1,361 1,138

11,950 10,110 9,391

71,920 80,356 87,488

85,036 91,828 98,018

その他 地方公共団体等 組合員等

（百万円）

農業経営を行う為の
一般的な資金

取扱実績
（９月末貸出残高）
50億62百万円

営農負債の借換資金

取扱実績
（９月末貸出残高）
54百万円

認定農業者向けの農業経営を
行うために必要な長期的資金

取扱実績
（９月末貸出残高）

9百万円
農業経営の改善に
必要な短期運転資金

取扱実績
（９月末貸出残高）
72百万円
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２．JA高知県の財務状況

（１）金融再生法開示債権(単体)

（単位：百万円）

R3.9 R4.３ R4.9 対R4.３ 対R3.9

979 874 900 102.97% 91.93%

1,265 1,812 1,907 105.24% 150.75%

110 98 93 94.90% 84.55%

82,749 89,109 95,187 106.82% 115.03%

85,105 91,894 98,088 106.74% 115.26%

（２）単体国内自己資本比率
　自己資本比率については、農協法第11条の2第1項第1号の規定に基づく組合の経営の健
全性を判断するための基準に係る算式に基づき算出しております。

　令和３年９月末の推計値は、令和３年９月末の自己資本額・オペレーショナルリスク相当額、
および９月末の信用リスク・アセット額（推計値）に基づき算出しています。

破産更生債権およびこれらに準

ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

正 常 債 権

合     計

0.00%

4.00%

8.00%

12.00%

16.00%

R3.9 R4.３ R4.9

16.17% 14.93% 15.48%

ＪＡバンク
自主基準

国内基準

（注）上記の債権区分は、「金融機能再生のための緊急措置に関する法律」（平成10年法律第132号）第６条に基づき、債
務者の財政状態および経営成績等を基礎として、次のとおり区分したものです。
①破産更生債権及びこれらに準ずる債権：法的破綻等による経営破綻に陥っている債務者に対する債権
②危険債権：経営破綻の状況にはないが、財政状況の悪化等により元本および利息の回収ができない可能性の高い債権
③要管理債権：３ヶ月以上延滞債権および貸出条件緩和債権
④正常債権：上記以外の債権

0.92% 1.94% 0.09%

97.04%

破産更生債権およびこれらに準ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

正 常 債 権
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（３）有価証券等時価情報

◆売買目的有価証券

貸借対照表計上額

売買目的

有価証券
-

◆満期保有目的の債券

貸借対照表

計上額
時価 差額

貸借対照表

計上額
時価 差額

国債 199,938 223,660 23,722 199,938 226,880 26,941

地方債 - -

政府保証債 800,000 885,680 85,680 800,000 904,800 104,800

社債 - -

小計 999,938 1,109,340 109,402 999,938 1,131,680 131,741

国債 497,063 456,350 -40,713 497,063 478,200 -18,863

地方債 5,300,000 4,819,630 -480,370 5,300,000 5,068,290 -231,710

政府保証債 2,600,000 2,370,750 -229,250 2,600,000 2,490,530 -109,470

社債 3,600,000 3,263,400 -336,600 3,600,000 3,436,750 -163,250

小計 11,997,063 10,910,130 -1,086,933 11,997,063 11,473,770 -523,293

12,997,001 12,019,470 -977,531 12,997,001 12,605,450 -391,551

◆その他有価証券

貸借対照表

計上額

取得原価又は

償却減価
差額

貸借対照表

計上額

取得原価又は

償却減価
差額

国債 2,176,450 2,003,074 173,376 2,225,400 2,003,074 222,325

地方債 - -

政府保証債 423,760 400,000 23,760 435,380 400,000 35,380

社債 - -

外部出資 32,304 19,430 12,874 35,208 19,430 15,778

小計 2,632,514 2,422,504 210,010 2,695,988 2,422,504 273,484

国債 1,822,600 1,993,811 -171,211 1,917,200 1,993,811 -76,611

地方債 3,355,460 3,700,000 -344,540 3,537,900 3,700,000 -162,100

政府保証債 - -

社債 - -

小計 5,178,060 5,693,811 -515,751 5,455,100 5,693,811 -238,711

7,810,574 8,116,315 -305,741 8,151,088 8,116,315 34,773

（単位：千円）

Ｒ4.9 Ｒ4.3

当年度の損益に

含まれた評価差額
貸借対照表計上額

当年度の損益に

含まれた評価差額

- - -

（単位：千円）

種類

Ｒ4．９ Ｒ4．３

（単位：千円）

種類

Ｒ4．９ Ｒ4．３

合計

合計

時価が貸借対照表計

上額を超えるもの

時価が貸借対照表計

上額を超えないもの

貸借対照表計上額が

取得原価又は償却減

価を超えるもの

貸借対照表計上額が

取得原価又は償却減

価を超えないもの

（注）９月末の有価証券の時価は９月末日における市場価格等に基づく時価としています。

 10



＜参考数値＞主な財務データ

◆組合員数
（人、法人）

R3.9 R4.３ R4.9 対R4.３ 対R3.9

正組合員数 41,710 40,950 40,816 99.67% 97.86%

准組合員数 43,292 43,618 43,981 100.83% 101.59%

組合員数合計 85,002 84,568 84,797 100.27% 99.76%

◆出資金
（単位：百万円）

R3.9 R4.３ R4.9 対R4.３ 対R3.9

出資金 10,952 10,570 10,645 100.71% 97.20%

◆預金残高
（単位：百万円）

R3.9 R4.３ R4.9 対R4.３ 対R3.9

預金 597,770 599,030 581,295 97.04% 97.24%

◆貸出金残高
（単位：百万円）

R3.9 R4.３ R4.9 対R4.３ 対R3.9

組合員等 71,920 80,356 87,488 108.88% 121.65%

地方公共団体等 11,950 10,110 9,391 92.89% 78.59%

その他 1,166 1,361 1,138 83.61% 97.60%

合計 85,036 91,828 98,018 106.74% 115.27%

◆有価証券残高
（単位：百万円）

R3.9 R4.３ R4.9 対R4.３ 対R3.9

有価証券 20,599 21,112 20,775 98.40% 100.85%

◆貯金積金残高
（単位：百万円）

R3.9 R4.３ R4.9 対R4.３ 対R3.9

要求払貯金 252,954 270,482 262,941 97.21% 103.95%

定期性貯金 460,323 452,191 449,611 99.43% 97.67%

貯金合計 713,278 722,673 712,553 98.60% 99.90%

◆単体自己資本比率

R3.9 R4.３ R4.9

単体自己資本比率 16.17% 14.93% 15.48%
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ＪＡ高知県の広報宣伝部長で、種の妖精。 

モチーフは「種」と「ウサギ」。 

ＪＡ高知県のロゴマークと同様、３色のドットが示す「水」・「太陽」・「愛情」から作られてお

り、高知のあぐり（農業）の神様に仕え、県内各地の農業と暮らしが豊かになる「幸せの

種」として駆け巡ります。 

「コチット」はウサギのように駆け巡る高知（コウチ）のラビットから名付けられました。 

高知県内のＪＡ職員と農家がともに支え合い、農家・消費者の暮らしを豊かにし、高知の農

業を発展させることを目的として制作したロゴマークです。 

 

マークは、高知県のみどりの大地から新しい芽（作物・情報）が成長している状態を表し、

またその芽は、全国・未来へと繋げる「発信の象徴」でもあります。 

水色のドットは清らかで豊かな高知の水を、オレンジのドットは大地に降り注ぐ太陽、ピン

クのドットは人々のつながりを育む愛情を表しています。これら３つのドットは新しい芽に

栄養を与え育てる養分の役割を持っています。 

高知県農業協同組合 
〒781-8510 高知県高知市五台山 5015番地 1 

ＴＥＬ 088-821-6091（代表） ＦＡＸ 088-856-6980 

https://ja-kochi.or.jp/ 


